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コ
ウ

て
、
御
算
用
方
撤
人
を
し
て
草
稿
を
作
ら
し
め
、
右

筆
を
招
き
て
滞
書
せ
し
め
た
。
こ
の
帳
は

E
保
三
年
・

寛
文
四
年
・
貞
享
元
年
・
元
機
十
五
年
・

E
徳
元
年
・
事

保
二
年
・
延
享
三
年
・
寛
政
元
年
・
享
和
三
年
・
天
保
十

年
に
製
作
縫
建
せ
ら
れ
、
正
保
・
元
糠
・
天
保
に
は
領

内
の
鎗
闘
を
も
添
付
し
た
。

ゴ
ウ
ソ
ン
メ
イ
ギ
シ
ョ
ウ
郷
村
名
義
抄
一
珊
。

加
結
能
郷
村
名
義
抄
と
も
、
村
名
由
来
醤
と
も
い
ふ
。

元
隊
十
四
年
領
内
に
令
し
て
、
村
邑
の
名
義
濫
簡
を

番
上
げ
し
め
た
も
の
で
あ
る
。

コ
ウ
ダ
向
田
鹿
島
郡
能
官
島
庄
に
臨
す
る
部

務
。
能
管
名
跡
志
に
、
『
向
岡
村
に
昔
般
若
院
と
て
大

寺
あ
り
し
。
そ
の
礎
・
踏
段
石
杯
其
健
あ
り
。
英
外
様

迦
鐙
・
愛
宕
杯
と
て
地
名
残
れ
り
。
今
一
向
宗
十
一
ヶ

寺
は
、
過
半
敬
院
成
し
を
改
宗
あ
り
し
也
。
』
と
あ

る。
コ
ウ
ダ
ガ
ハ
向
田
川
鹿
島
郡
能
電
島
の
向
旧

か
ら
海
に
入
る
小
流
で
あ
る
。

コ
ウ
ダ
ジ
ヨ
ウ
向
田
誠
鹿
島
郡
能
脅
島
な
る

肉
問
領
の
城
ヶ
端
と
い
ふ
所
は
、
幅
一

O
米
・
長
八

O

米
許
権
に
突
出
し
、
そ
の
中
に
二

O
米
四
方
許
の
平

地
が
あ
る
。
地
方
人
は
そ
れ
を
城
跡
と
い
う
て
底

る。
コ
ウ
ダ
シ
ン
メ
イ
シ
ヤ
向
田
神
明
批
鹿
島
都

向
聞
に
在
っ
た
が
、
今
伊
夜
随
時
耐
祉
の
相
殿
と
な

っ
た
。
式
内
等
諸
国
世
記
に
、
『
向
田
明
跡
社
、
向
田
村

銀
座
。
古
代
椋
札
多
倖
束
。
醤
枇
也
。
』
と
い
ひ
、
貞

享
二
年
の
南
東
醤
に
は
、
『
島
八
ケ
向
田
紳
明
宮
初
不

知
。
遺
京
は
嘉
元
二
年
長
谷
部
宗
信
棟
札
云
々
。
』
と

記
す
る
。

ゴ
ウ
タ
-
-
ガ
ハ
郷
谷
川
源
を
能
美
郡
大
倉
岳

に
渡
し
、
尾
小
屋
及
び
観
脅
下
に
於
い
て
支
疏
を
併

せ
、
叉
岩
上
に
て
動
山
よ
り
震
し
西
俣
を
貫
通
す
る

ゴ
ウ
チ
ョ
ウ
郷
帳

ヨ
ウ
郷
村
高
辻
帳
。

コ
ウ
チ
ョ
ウ
ツ
ウ
ラ
ン
皐
朝
逼
蛍
四
十
五
巻
。

加
賀
務
士
鈍
島
設
が
、
文
久
三
年
以
降
幽
閉
Z
A
+
年

に
亙
っ
た
聞
に
著
し
た
も
の
。
制
武
夫
長
か
ら
後
醍

醐
天
皇
に
去
る
皐
靭
の
事
蹟
宇
一
記
し
、

R
名
分
を

E

し
た
る
論
議
を
加
へ
で
あ
る
。
設
は
品
開
銀
を
織
が
ん

と
し
た
が
、
偶
明
治
維
新
に
曾
し
て
止
め
た
。
明
治

十
年
石
川
膝
櫨
令
桐
山
純
挙
を
終
て
、
右
大
隈
岩
食

具
視
か
ら
乙
夜
の
覧
に
供
し
た
。

コ
ウ
チ
ョ
ウ
ヒ
ヤ
ク
ダ
イ
ツ
ウ
リ
ヤ
タ
皐
朝
百

代
温
略
前
凶
弾
臆
が
諸
問
臨
卿
・
渡
遜
栗
・
長
弁
在

寛
等
の
儒
臣
に
命
じ
て
編
纂
せ
し
め
た
も
の
で
、
野

泰
の
代
に
去
っ
て
略
成
っ
た
。
そ
の
稿
本
今
存
す
る

も
の
百
徐
珊
あ
る
。

ゴ
ウ
ツ
江
津
石
川
郡
河
内
庄
に
麗
す
る
部
務
。

加
越
能
溜
跡
緒
に
.
『
江
棒
領
の
内
に
寺
白
と
申
地
有

之
。
安
に
も
法
曾
寺
と
申
寺
有
之
問
。
』
と
あ
る
。

J
プ
ウ
ソ

Y
タ
カ
ツ
ジ
チ
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稔
天

J
マ
Y
ケ
イ
コ
ウ
テ

y

ゴ
ウ
ト
ウ
ヅ
カ
強
盗
塚
越
管
賀
三
州
志
に
、

天
正
五
年
五
月
長
綱
辿
が
穴
水
域
を
悶
む
鑓
‘
強
詑

塚
に
陣
し
た
と
あ
り
、
叉
長
氏
家
鵡
に
は
同
六
年
八

月
長
辿
飽
が
越
後
の
諸
持
と
強
続
様
等
に
職
う
た
と

あ
る
。
強
盗
塚
は
臨
軍
部
で
あ
ら
え
，
が
、
今
所
在
は

明
ら
か
で
な
い
。

ゴ
ウ
ト
ウ
プ
タ
キ
レ
イ
シ
カ
イ
語
頭
服
忌
令
私

解
ご
加
。
湯
浅
施
府
著
。
服
忌
の
請
け
方
、
及
び

寵
々
一
錯
雑
し
た
釣
柄
に
て
容
易
に
排
別
し
雄
き
も
の

の
股
忌
方
な
ど
を
註
解
し
た
も
の
で
あ
る
。

コ
ウ
ト
ク
イ
ン
高
徳
院
加
賀
務
組
前
回
利
家

の
法
続
。
稀
し
〈
は
高
徳
院
桃
雲
海
見
大
鹿
士
。

コ
ウ
ト
ク
2
ウ
ォ
ン
プ
コ
ウ
シ
ヨ
高
徳
公
御
武

功
書
一
加
。
巻
初
に
『
利
家
様
御
代
之
義
亡
父
叉

兵
衛
舞
鶴
凱
口
上
之
逝
寄
附
申
候
。
』
と
端
書
し
て
、

前
倒
利
家
之
武
功
及
び
施
後
の
事
情
等
を
認
し
、
終

に
『
右
御
碍
に
付
欝
附
指
上
申
候
以
上
。
涯
賃
ご
年

十
周
晦
日
村
井
叉
兵
衛
、
横
山
志
陣
殿
。
』
と
あ
り
、

二
九
六

議

大
禦
寺
の
滞
臣
村
井
長
時
が
、
前
回
網
記
の
諮
問
に

臆
じ
て
父
長
明
の
家
停
を
上
申
し
た
魔
替
で
あ
る
。

ヨ
ウ
ト
ク
コ
ウ
ゴ
ネ
ン
ピ
ヨ
ウ
高
徳
公
御
年
表

ご
加
。
有
海
貞
庸
捜
。
前
回
利
家
の
年
表
で
あ
る
。

コ
ウ
ト
タ
ジ
光
徳
寺
金
探
宗
叔
町
三
番
丁
に

在
っ
て
、
民
宗
東
援
に
鹿
す
る
。
貞
享
こ
年
の
同
緒

書
に
、
明
徳
三
年
開
基
腕
行
坊
之
を
河
北
郡
木
越
村

に
建
て
た
が
、
元
和
六
年
六
代
玄
順
の
時
間
部
二
日

市
村
に
移
轄
し
、
七
代
麗
服
の
時
慶
安
四
年
金
搾
六

枚
町
に
再
縛
し
た
と
あ
る
。
昭
和
十
三
年
更
に
今
の

地
に
移
っ
た
。

コ
ウ
ト
タ
ジ
光
徳
寺
河
北
郡
八
回
に
在
っ
て
、

鑓
宗
東
涯
に
臨
す
る
。

ヨ
ウ
ト
タ
ジ
光
徳
寺
鹿
島
郡
七
尾
に
在
っ
て
、

提
唱
京
商
涯
に
臆
す
る
。
寺
記
に
、
文
永
十
一
年
宗
性

初
め
て
河
北
部
木
越
に
建
て
た
が
、
天
正
八
年
佐
久

間
感
政
の
震
に
遣
は
れ
だ
臨
京
都
黒
島
に
移
。
、
次

い
で
鹿
島
郡
油
田
七
尾
城
下
に
移
り
‘
更
に
府
中
村
に

移
っ
た
。
然
る
に
そ
の
地
絡
に
近
か
っ
た
鑓
‘
天
保

十
二
年
ま
た
所
口
の
今
の
位
置
に
縛
じ
た
と
い
ふ
。

能
菅
名
跡
志
に
は
、
『
光
徳
寺
は
西
方
一
向
の
院
家

也
。
一
凶
の
録
所
に
て
、
町
中
に
在
。
。
』
と
見
え
る
。

コ
ウ
ト
タ
ジ
奥
徳
寺
金
滞
情
ケ
町
に
在
っ
て
、

金
畠
山
と
臨
し
、
日
蓮
宗
に
臨
す
る
。
貞
享
一
一
年
の

陶
来
書
に
、
話
寺
は
期
羽
咋
郡
鶴
谷
妙
成
寺
の
末
寺
で
、

正
保
元
年
閉
山
秀
閑
日
受
が
質
建
山
に
建
て
た
も
の

で
あ
る
が
、
そ
の
後
金
坑
が
衰
微
し
た
か
ら
、
鹿
安

四
年
金
擦
に
出
で
.
三
賀
寺
に
借
地
し
て
草
庵
受
給

び
、
次
い
で
延
賢
二
年
今
の
寺
地
を
得
て
再
興
し
た

と
あ
る
。
寺
臓
の
鬼
子
母
跡
は
、
長
一

-
E
O趨
の
木

像
で
、
諸
人
の
信
仰
す
る
厨
で
あ
る
。

コ
ウ
ト
タ
ジ
奥
徳
寺
鳳
軍
部
三
井
郷
に
臨
す

る
部
務
。
興
徳
寺
が
在
っ
た
に
よ
っ
て
名
づ
け
る
。

商
俣
川
を
入
れ
、
布
橋
の
下
流
に
於
い
て
三
谷
・
池
一
コ
ウ
テ
ン

域
よ
り
愛
す
る
支
流
を
容
れ
、
金
平
を
賞
越
し
、
大
一
圭
袷
天
。

野
に
奈
り
大
杉
川
-P
・
併
せ
て
梯
川
に
注
ぐ
。
流
程
』
一
ゴ
ウ
ト
イ
シ
と
う
と
石
石
川
郡
熊
走
の
河
昨

四

粁

。

一

か

ら

出

る

石

材

。

安

山

岩

質

凝

灰

岩

で

、

帯

線

色

石

コ
ウ
チ
光
智

J
フ
ク

Y

ユ
ウ
コ
ウ
チ
稿
州
一
義
中
に
、
得
紫
色
際
政
の
角
閃
石
援
物
質
を
混
じ
、

光

智

。

一

質

は

脆

い

。

コ
ウ
チ
廃
智

J
ヒ
ヤ
グ
エ
イ
百
獄
。
一
コ
ウ
ド
ウ
光
穆
叉
先
遊
に
作
る
。
亭
和
三
年

コ
ウ
ヂ
小
路
珠
洲
郡

E
院
郷
に
鴎
す
司
令
部
務
。
一
江
沼
郡
野
削
の
農
家
に
生
ま
れ
、
十
八
九
歳
に
し
て

コ
ウ
チ
ョ
ウ
高
釣

J
F
イ
ギ
ヨ
ウ
コ
ウ
チ
ヨ
一
大
型
寺
町
浮
土
宗
松
縁
寺
の
徒
蔚
と
な
り
、
動
橋
川

ウ

大

暁

高

釣

。

一

上

流

荒

谷

の

擁

胞

に

入

。

て

修

行

し

、

後

那

谷

村

三

ゴ
ウ
チ
ョ
ウ
聾
透
白
山
本
宮
の
長
夜
。
三
宮
一
光
院
に
住
し
、
念
仰
の
行
者
と
し
て
偲
へ
ら
れ
た
。

古
記
に
正
和
主
.
年
三
月
極
律
師
と
し
て
白
山
長
定
に
一
晩
年
自
坊
に
小
屋
を
締
へ
て
老
嬢
の
牛
臓
を
養
ひ
、

任
じ
た
と
あ
り
、
叉
文
保
二
年
十
二
月
檎
少
併
都
で
一
明
治
十
四
年
二
月
二
十
一
日
七
十
九
践
を
以
て
夜

長
更
に
溜
補
し
た
が
、
衆
徒
叙
用
し
な
か
っ
た
と
も
一
し
た
。
愚
鈍
安
心
念
仰
妙
一
巻
・
讃
歌
集
一
容
が
あ

あ

る

。

一

る

。

圃


